
授業の一環として（障がいのある方と
のかかわりを学ぶため）、ダウン症
児・者との合同クリスマス会を開催し
ています。 
この写真は学生がぐりとぐらの大型絵
本を読んでいる場面です。 

子どもをめぐる現代社会情勢・子ども
家庭福祉の歴史・子どもの権利・子ど
も家庭福祉の法制度・子どもの発達な
どについて学びます。 

地域実践演習の一環として、白鷺団地
で住民の方とのランチ会を催しました。
地域の高齢者の方々からたくさんのお
話をうかがいました。 

学内保育施設「つばさ保育園」
の子どもたちとの交流の場面で
す。絵本を読んだり、手遊びを
したり、一緒に遊んだりと、ま
ずは関係づくり。秋には一緒に
焼き芋大会を行いました。季節
の行事を行うために、子どもと
の信頼関係が土台となること、
素材の特性や取扱を知り、子ど
もの発達やそれぞれの個性にど
のように寄与するか考える必要
があることを学びました。 

障がい者雇用の実情を理解する
事を目的に、大阪いずみ市民生
協で展開している「エコロジー
ファーム」を見学。障がいの程
度や有無にかかわらず、さまざ
まな人にとって働きやすい職場
づくりとは何かを考える契機と
なりました。 

授業の様子 

「子ども家庭福祉論」 

「障害児保育演習」 

「地域実践演習」 

「社会福祉実習」 

ゼミの様子 

「教育福祉ゼミナールA」 「教育福祉ゼミナールC」

保育･学校 

ソーシャルワーク演習

社会福祉に必要な価値観、知識、技術
を身につけるために、子ども、障がい
者、高齢者、女性のための施設や機関、
福祉事務所、社会福祉協議会、医療機
関などで実習を行います。事前・事後
学習は、コース別クラスで行いますが、
報告会では、学んだことを他のコース
の人たちに報告します。 




